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はじめに 

佐渡島は、新潟の北西約 35km の日本海上に位置する日本海最大の島で総面積は 855.7km2で、周囲

約 282 ㎞の海岸線を有しています。佐渡島は海洋性の気候で対馬海流の影響で、高緯度でありながら冬

季は比較的温暖です。北に大佐渡山地、南に小佐渡丘陵が縦走し、中央に国中平野があるため、地形は変

化に富み、同じ島内でも気温や降雨・降雪などが異なる地域があります。このため、南方種の生物の生息

も可能になり、分布の北限となっている生物種が多数存在しています。地史的には、日本列島が形作られ

始めた中新世中頃（2000 万年～1000 万年前）に佐渡島は出現し、第四紀以降（170 万年前）に急速な隆

起をして現在の形へとなったと考えられています。佐渡島の誕生から現在まで本州と陸続きになったこ

とはなく、海面が低下したと考えられる最終氷期には本州とは海を隔てて数 km〜10km の距離しかなか

ったと考えられています。このような佐渡島の気候、地形、および、地史的な隔離の相互作用により、豊

かな生物多様性が形作られています。佐渡島で生物が隔離され進化してきた歴史が比較的短いため、佐渡

特産の固有種・固有亜種の数は限られています。 

平成 24 年度〜26 年度にかけて佐渡市の委託で新潟大学が中心となって佐渡動植物実態調査（以下、

動植物調査と略す）を実施しました。その結果、佐渡島には 19種の陸産哺乳類の生息が確認されました。

サドモグラ、サドノウサギ、サドトガリネズミなどの佐渡島にのみ分布する固有種（固有亜種）もいます

が、ニホンジカやツキノワグマなどの大型哺乳類は分布していません。イタチは最終氷期に侵入した可能

性がありますが、テンやタヌキなどの中型食肉類は人間が移入したものです。移動性の高い鳥類は本州や

大陸との往来が可能なため、固有亜種はサドカケス 1 種のみですが、渡りの中継地として多数の鳥類が

佐渡島を通過するため 354種が記録されています。両生類 9種、爬虫類 11種が記録されています。この

うち、最近記載されたサドガエルのみが固有種であり、クサガメやイシガメなど陸生カメ類は人為的に移

入された可能性が高いと考えられます。これまで確認された河川の魚類は 78種ですが、ハゼ科魚類が 20

種と最も多く記録されていて，それらのほとんどが両側性回遊魚あるいは汽水・海水魚で、純淡水魚は大

型卵カジカのみです。昆虫類は 2,819種の文献情報が確認されていますが、まだまだ調査が不十分と考え

られています。ゲンジボタルとヘイケボタルが島内に広く分布し、ナミゲンゴロウやミズカマキリなど大

型の水生昆虫が残っています。淡水産・汽水産甲殻類は、佐渡島内で 36種が確認されました。そのほと

んどが、河川中下流域に出現します。未記載種を含め陸産 74 種、淡水産 26 種の合計 100 種の陸淡水産

貝類の分布が確認され、サドマイマイなど 4種の固有種が確認されています。佐渡島内で 2,123種の維管

束植物が記録されていますが、島内に生育する植物には，暖温帯に分布する種，日本海側にのみ分布する

種，高山・亜高山帯に分布する種，佐渡に特異的に分布する種などが知られています。キジョランやヒメ

オニヤブソテツは、北限あるいは北限に近い分布地となっています。蘚類 250種，苔類 137種，ツノゴケ

類 3 種の計 390種のコケ植物が記録されています。319種のキノコ類（菌類）が記録されていますが、林

の管理が行き届かないためマツタケは減少しています。これまで、採集や潜水調査記録、水揚げ・市場で

の確認、過去の資料や新潟大学臨海実験所蔵の標本のリストによる文献調査により 1,795種の海産動植物

が記録されています。調査された分類群は限られていますので、今後の調査によって海産動植物の記録種

類数は増加していくと考えられています。 

動植物調査では、哺乳類、鳥類、両生・爬虫類、陸水魚類、淡水産・汽水産甲殻類、陸淡水産貝類、

昆虫類、クモ類、コケ類、菌類、維管束植物、海産動植物にいたるまで、さまざまな分類群の調査が実施

されました。全ての分野で詳細な調査を行うのは難しいので、分類群によっては、保全の必要性が高い生

物、既存情報が少ない生物などについての調査と情報収集が優先されました。この動植物調査に最新の情

報を加えて、佐渡市の委託により令和 2年度に佐渡市レッドリストを選定しました。 
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表 1. 佐渡市における各分類群のレッドリスト種内訳 

分類群 確認 

種数 

EX CR EN VU LP 小計 NT DD 合計 

哺乳類 19  -  -  -  -  7  7  1  1  9  

鳥類 355  -  8  11  26  3  48  31  -  79  

両生類 9 -  -  1  -  -  1  1  -  2  

爬虫類 11  -  -  -  -  1  1  -  1  2  

淡水魚類 73  - 1  2  8  -  11  5  4  20  

淡水産・汽水産甲殻類 35  -  -  1  1  -  2  3  3  8  

陸・淡水産貝類 100  -  -  5  6  3  14  25  -  39  

昆虫類 2,819  1  2  1  6  -  10  25  20  55  

クモ類 248  -  1  1  1  1  4  0  0  4  

海産動植物 1,795  -  -  2  9  8  19  34  32  85 

 （海産魚類） 322 -  -  -  -  -  0  6  10  16  

 （海産無脊椎動物） 971  -  -  2  9  8  19  28  12  59 

 （海藻類） 356 -  -  -  -  -  0  -  10  10  

維管束植物 2,123  3  - 19  101  28  151  84  3  238  

コケ類 390  -  -  -  -  -  0  1  7  8  

菌類 319  -  -  -  -  -  0  -  -  0  

（合計） 8,296  4  12  43  158  51  268  210  71  549 

 

IUCN（国際自然保護連合）のレッドリストカテゴリーは、A）個体群の減少率、B）分布域と生息域

の面積、C）個体数と個体群の分断化、D）成熟個体数、E）絶滅確率の定量評価の 5つの基準に基づい

て決められますが、佐渡市レッドリスト作成時に A 基準と E基準の情報はありませんので、動植物調査

で得られた分布域の広さ（B基準）と生息個体数（C、D 基準）の情報をもとに、各分類群の専門家が

最近の情報を加味して判断して決められました。環境省や新潟県のレッドリストに含まれる種について

は詳細に検討してありますが、偶発的な迷行種や人為的に侵入したと考えられる種は佐渡市レッドリス

トに含めていません。IUCN と環境省に準拠し、レッドリストカテゴリーとして絶滅危惧 IA 類（CR）、

絶滅危惧 IB 類（EN）、絶滅危惧 II類（VU）、地域個体群（LP）、準絶滅危惧種（NT）、情報不足（DD）

を採用しました。ごく近い将来に野生での絶滅の危険性が高い種が絶滅危惧種 IA 類(CR)に、IA類ほど

ではないが近い将来に野生での絶滅の可能性がある種を絶滅危惧 IB 類（EN）に、絶滅の危険性が増大

している種を絶滅危惧 II類（VU）に分類しました。この絶滅危惧 IA 類（CR）、IB 類（EN）、II類

（VU）に含まれる種が絶滅危惧種になります。現在、絶滅の危険性は少ないが、生息条件の変化によ

って絶滅危惧種に移行する可能性のある種が、準絶滅危惧種（NT）です。環境省の基準では、地域的に

孤立している個体群で絶滅のおそれの高い種が地域個体群(LP)ですが、佐渡島が分布の北限、南限とな

っている種、佐渡島に固有の分類群など保全の必要がある種を地域個体群に含めました。絶滅危惧種と
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評価するだけの情報が不足しているが、保全する必要があると考えられる種を情報不足種（DD）と分

類してあります。 

佐渡市レッドリストでは、絶滅危惧 IA 類（CR）12 種、絶滅危惧 IB 類（EN）43 種、絶滅危惧 II 類

（VU）158種、地域個体群（LP）51種の合計 264種が絶滅危惧種にリストされています。これに絶滅危

惧種になる危険性がある準絶滅危惧種（NT）210種、保護すべき情報不足種（DD）71種を加えた総計 549

種をレッドリストに選定しました。分類群に特有な選定方法は各分類群の最初に記載した選定理由を御

覧ください。レッドリストを公表する目的は、佐渡島における生物多様性の危機と緊急性を市民の皆様に

認識してもらい、レッドリスト掲載種の絶滅をくい止める努力に取り組んでもらうことにあります。ま

た、レッドリストは、どの種を優先して保全すべきか、どの種の個体数変化に注目すべきかについての情

報を提供します。しかし、生物種を取り巻く環境は絶えず変化していますので、絶滅の危険性は時間とと

もに変化します。佐渡島の生物多様性を守っていくには、数年間隔でレッドリストを更新してレッドリス

ト種の生息状況を定期的に評価していく必要があります。そのため、レッドリストの作成自体はゴールで

はなく、佐渡島の生物多様性を守っていくための始まりにすぎません。 

個々の生物種は長い時間をかけて進化してきていますので、一度、地球上から絶滅すると、復元する

ことはできません。佐渡島の生物多様性を保全し生物種の絶滅を防ぐことは、将来の世代への私たちの義

務と考えてください。本ブックレットは佐渡市に生息している希少動植物を佐渡市の皆様に認識してい

ただき、それらの種を守る努力を促すために、レッドリスト選定種および保全が必要な種の中から 103種

を選定しました。佐渡島にどのような貴重な動植物が生息しているかを皆様に知っていただき、これらの

種の保全に留意する手助けになっていただければと思っています。 

 

佐渡市レッドリスト選定委員代表          

新潟大学佐渡自然共生科学センター 教授 永田尚志 
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 箕口秀夫  新潟大学自然科学研究科 教授 

（鳥類） 

 永田尚志  新潟大学佐渡自然共生科学センター 教授 

 中津 弘  元新潟大学朱鷺・自然再生学研究センター 特任助手 

（両生・爬虫類） 

  関谷國男  元新潟大学理学部 助教 

  小林頼太  東京環境工科専門学校 講師 

（淡水魚類） 

  満尾世志人  新潟大学佐渡自然共生科学センター 准教授 

 井上信夫 生物多様性保全ネットワーク新潟 

（昆虫類） 

  岸本圭子  新潟大学佐渡自然共生科学センター 准教授 

（クモ類） 

  宮下 直  東京大学農学生命科学研究科 教授 

（淡水産・汽水産甲殻類） 

  西川 潮  金沢大学環日本海域環境研究センター 准教授 

（陸・淡水産貝類） 

  佐藤 修  にいがた貝友会 

 

海産動植物 

（海産魚類） 

  飯田 碧  新潟大学佐渡自然共生科学センター 准教授 

（海産無脊椎動物） 

  大森紹仁  新潟大学佐渡自然共生科学センター 助教 

（海藻類） 

上井進也    神戸大学内海域環境教育研究センター 教授 

 

（水生植物・蘚苔類） 

 本間航介  新潟大学佐渡自然共生科学センター 准教授 

（その他維管束植物） 

 阿部晴恵  新潟大学佐渡自然共生科学センター 准教授 

（維管束植物（全般）） 

 中川清太郎  佐渡市環境アドバイザー 

（菌類） 

 飯田喜作  新潟きのこ同好会 
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各種の記載について 

 

それぞれの種は、種名、佐渡市、国、新潟県の令和 2 年度末現在のレッドリストカテゴリー及び天然

記念物等の情報、種の≪特徴・生態≫ 、現在の≪生息状況≫ 、個体数の減少要因、保全上の留意点等

の≪保全≫に関する記載と写真が配置されています。≪分布図≫陸上動物では、基本的に 5ｋｍメッシュ

の解像度で分布図が掲載されています。しかし、保全上、密猟の恐れが高い種では分布図の掲載を省略し

たり、より解像度の粗い 2 次メッシュ（約 10km メッシュ）で表示しています。動物と違って固着性の

陸上植物は 5km メッシュでも生育場所が特定されて盗掘の危険が高いと考えられるため、分布図を掲載

していません。また、メッシュシステムでの調査が行われていない海産動植物も分布図は掲載していませ

ん。掲載されている分布図は動植物調査で得られた分布位置を 5km メッシュの精度に落として表示して

います。ピンクに塗られたメッシュは対象種が確認されたメッシュを、メッシュがない地域は調査されて

ないことを示しています。動植物調査の調査地点は分類群によっては佐渡島の全域をカバーできていま

せんし、調査回数も限られていたため、特に個体数が少ない種では実際の分布域よりせまい範囲でしか記

録できていません。このため分布図がある種でも、対象種が観察できる地域の目安と考えてください。ま

た、分布情報を記載できない種は、密漁・盗掘の危険性が高い種であるということに留意していただける

と幸いです。 

 

表示例 

 

  

特徴・ 生態 

種の特徴、 見分け方や生態情報の記載

生息状況 

種の分布、 および、 佐渡市の生息状況の記載

保全（ 減少要因）  

減少要因や保全上の留意点

種名（ 学名） ／分類 　 　 　 　  

CR:絶滅危惧IA類, EN :絶滅危惧IB類, VU :絶滅危惧II類など 

最下段は、 国や県のRLランク、 その他情報を記載

写真 分布地図 

5 kmメ ッ シュ単位。 動植物調査での発見

状況。 保全上、 地図を記載できない種も

あります。

レッ ド リスト カテゴリー
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